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研究成果の概要（和文）：本研究では、統語部''１を中心に発展してきた極小論を音韻部門にも

適川することにより、言語機能の包括的な解明を試みた。同時に、統語論と脊韻論の両領域に
おいて用いられている普遍的範艫および普遍的原理の解明をおこなった。
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(2)この状blを踏まえ、研究代表者は、’1）j小
論の適用を統諦部門に限定することなく、Ｈｆ
韻部門にまで拡げて、分節内表示に限定した
形で音韻モデルの構築とその検証を行って
きた。本研究では、研究代表杯がこれまで提
案してきた１.fli1素性の表示モデルを、さらに
発展させ、，lid分節機造にまで遡川することで、
統語部門での現行モデルとjW4論的整合性を
呈する音韻モデルを考案すると同時に、統語
論と音韻論のlIlii領域にわたり共通の普遍的
範艤や普遍的原理の存在を解明する必要が
ある。

{U｢充開始当iM1の背景

(1)過去およそ６０年にわたり、生成文法理
論では、人間が化得的に有している言語機能
の解明を試みてきたが、C110ms1(ｙ（1995,
20()|）の提唱する極小論（ミニマリスト．プ
ログラム）により,1IIE新的な展１１MをI2せ、現(Ll§
では心理学や哲学はもちろんのこと、進化論

を含む生物学の諸価域に至るまで多大な影
響を与えている。この新たな展DMは、幸に統
語論を中心とした分野で示されてきたが、ど
ういうわけか、１.flii論だけはIi1lj小論の適用の
４１W',l外にあるように扱われてきた。

直接経費 間接経費 合計

2007+'三度 900.000 270000 Ｌｌ７(),０()0

2008ｲ1三度 9()０（)00 27000(） Ｌ１７０．０００

2009ｲ12度 800.000 240.000 1,040000
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遂行するにあたり、最近の災語学関連の図il｝
はもちろんのこと、極小論に関する最新の研
究論文の収集を行い、それらの内容を丹念に
検討する。後者の研究では、必要に応じて、
同様の関心を持つ国内外の研究者から情報
を収集し、懲几の交換を行う。

２．研究の目的

水研究では、以「の三点を検討することで、
統語論と音韻論の両領域にわたり共通の普
巡的範蠕や普通的原理の存･圧を解lﾘＩするこ
とを試みる。

(1)音韻範蠕（弁別素性や音節職成素等）を
liL1l1Iし、極小論の指針と合致する範蠕を探求
する。具体的には、独立解釈可能な弁別素性
や岐小構成性原fIllに基づいた韻律範嶋の特
定化を行い、音頗派と'二過程において余剰性を
]北する音韻体系を考案する。

1．研究成果

([）極小論の観点から統ﾊﾟﾊﾟ部門におけるイリ

構造構築に必須となる離水喫素を明らかに
したのち、そこで得られた知見をもとに、冴
韻範晴（弁別素性等）を見Ｉ['〔し昨極小論の指
針と合致した範蠕（エレメント）の探求をお
こなった。研究成果は、’１本音韻論学会が師
年発行している『音韻研究』の１１号および
[２号に掲戦された。その他、国内外の様々な
学会で研究成果報告をおこなった。

(2)(1)で解明した範蠕を基轤とした音節や
綱ＩＭＩといった超分節構造（プロソディ）と分
節|ﾉﾘ階層構造を考案する。その際、統語論で
川いられている裸句構造（BarePllrase
Slructure）をⅢいた構造を採)1]することで、
これまで異なる柵造を呈すると増えられて
きた音韻論と統語論との間に、桃進上の整合
Ｉ化を見ることがⅡI能となる。 (2)統語部'111における裸ｲﾘ柵造を用いて１超

分節構造（プロソディ）の一部の構築に当た
った。そのＩＪＩ先成果の一部は、２００７年１０１１
にスウェーデンのゴッテンブルグで開催さ
れたIlltcrnationalCon[erenceonBan【Ⅱ

Languages、および2009年１月に米国ニュー
ヨークで開ＩｌＩｉｉされたCUNYPhoI】ologyForum：
Con｢e｢enco()ｎｌｈｃｌｏｏｌにおいて#&告された。

(3)極小論の立場から音韻部１１１１と調音・知

覚システム（arIicu]ａ[ory-pcrceplual
sys[ems）との関係を解明する。ＬＬ体的には、
青韻部門と調音・知覚システムとの間に、派
'ｌ２ｉｌ１間レベルを一切仮定しない１１駈接的転写
モデルを提案し、冴韻現象の分析を通して、
その妥当性を探る。

(3)欠性対111:を用いて表示上の余剰性を排

するエレメントと呼ばれる素性を採用する

ことで、音韻部門と調音・知覚システムとの
間に、派生｢'''11ルベルを一切仮定しない直接
的1伝写モデルを提案した。この研究成果の一
部は､２００９イド９１１に英国のエジンパラで61111Ｍ

されたLAGBl1eeling2009、および2010年１
月に米国ニューヨークで開|iiiされたCUNY

Phono]ogyForum：TlleUordinP1lonologyに
おいて報告された。

３．研究の方法

(1)本研究では、統語部門を｢''心に発歴して

きた極小論を音紙部'１１にも通)Ⅱすることで、
言語機能を包括的に解明しようとする。その
ため、本研究では、生成文法理論による音韻
能ﾉﾉの解明に力を注いできた．研究者と、統語
部１１Wにおける極小論の最近の動１A｣を熟知し
ている研究者との密な連携が、イリ|:先遂行上必
婆である。前者の汗韻研究のl1llmiを研究代表
汗である那須j11iilllLが探り、後背の統語研究
の探求を阿部潤が行う。阿部は極小論的観点
から統語論の最適なモデルの開発を行って
おり、その分野のｲﾘﾄ究者として|】;l内外におい
て,}'ｌｉい研究評Ⅲiをｲ！｝ている。そのため、これ
まで研究代表者が提案してきた仔繊モデル
を極小論の視点から発膿させるのに必要な
研究者であると言える。

(農I）今後は、極小論の最近の動向を踏まえ、
進化的妥当性を明確に意識しながら、統語部
門と音韻部門の両領域に共jljnする高次な幣
遍的範祷および普遍的原理の解明を、さらに
行う必要があると考えられる。川Ｉえて、高槻
獲得過程と''21111学的獲得過Wi1との境界を|ﾘ｜
確にし、それらの相互関係を探求したこで、
音韻現象を説明できるモデルの構築が必要
と言える。

(2)本研究は、人別すると二郎類に分けられ

ひとつは、研究代炎者と研究分'11背が個別に
研究課題を具･体的に設定し行われるもので、
もうひとつは研究会や講演会を通じてそれ

ぞれの課題についての研究成果を持ち寄り、
Ｉ１１ｉｆＭや意見の交換を行うものである。前者に
ついては、下に示す分担青ごとの研究課題を
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